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昔日の機器(25)
電信用タイプライター
写・t 1．写lt2 
1713（正徳 3)年HENRYMI LL 00が
WRITING MACHINEを考案， 殷作して特許
権を得てから1873（明治6)年 CHRISTPHER
LATHAM SHOLESらが現在のようなタイプラ
イターを発明し， 1876（明治9)年 REMINGT
ON& SONSが企業的に製造するまでの約 160
余年の間にWILLIAMAUSTIN BURT⑱), 
X.PROGIN（仏） （共に 1829（文政12)年）など
くの人々が特許などにかかわっています。
いま通常使用されている機械になりましたの
は1923（大正12)年ころからで，その種類は
REMINGTONを初めとしてL.C.SMITH及び
黒沢商店製を含めて約 20種類にも及んでいます。
日本では 1901（明治34)年銀座黒沢商店初代
主がL.C~SMITH社及びCORONA社（携帯
用タイプライター製造会社で，第 2次大戦中に
L. C.SMITH社と合併）の日本の代理店として
発足，英文タイプライターを和文電信用タイプ
ライターに造り替えて初めて日本に紹介致しま
した。
その後， L.C.SMITH社のタイプライターを
柚本にしてカナ文字電信用タイプライターを国
産化したときAZMAタイプライターが生まれま
した。
AZMAタイプライターは電信専用和文 5ピッ
チで，和文の縦書きで出力されるように活字の
配置が工夫されており，電信専用欧文は 8ピッ
チのものが使用されていました。
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AZMAタイプライターの文字の配列は欧文用
のものは現在使用されているものとほとんど同
じですが，和文用は独特なものとなっていて，
電報に使用される日（ヒ），午前圏及び午後（コ）の印
が容易になるように文字配列がなされていま
す。
1955（昭和30)年の初めころ和文及び欧文が
一台のタイプライター (6ピッチ）で出力でき
るものが開発使用されるようになりました。
1はL.C.SMITH, 
プライターです。
2はAZMAタイ
最近の船舶ではほとんどが欧文タイプライタ
- （10~12ピッチ）を備え付けておりますが海
岸局等陸上の通信関係ではAZMAタイプライタ
ーが数多く使用されておりました。
本学のモールス符号受信練習用に終戦前後か
ら使用してきましたので思い出深い方もおられ
ることでしょう。
テープガイド
タイプライターの前面に幅約 15m 長さ
約300証の金属製のテープガイドが取り付
けてあります。これは高速度通信等で受信
したサイホンレコーダ等のモールス符号の
出力波形が記録されたテープを通しその波
形を視認し，文字化してタイプするために
使用したものです。
（本学名誉教授宮坂武芳）
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